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少
子
化
や
情
報

化
の
進
展
、
地
域

社
会
の
変
化
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

青
少
年
が
健
や
か
に
成
長
し
、
社
会
の
一
員

と
し
て
主
体
的
に
生
き
て
い
く
力
を
育
む
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

当
市
民
会
議
で
は
、
幼
児
期
か
ら
思
春
期

に
か
け
て
の
重
要
な
家
庭
教
育
の
振
興
を
図

る
た
め
、
市
内
各
保
育
施
設
・
小
中
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
実
施
す
る「
家
庭
教
育
講
座
」

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
関
係
者
の
協

力
の
も
と
、児
童
生
徒
・
未
就
学
児
・
保
護
者
・

地
域
住
民
・
教
職
員
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が

関
わ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
家
庭
教
育
に
お
け
る
具
体
的

な
課
題
を
取
り
上
げ
、
地
域
と
の
連
携
・
共

有
を
図
り
な
が
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
、
規
範
意

識
の
醸
成
、
情
報
モ
ラ
ル
や
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
、
食
と
健
康
、
体
験
活
動
、
地
域
行

事
へ
の
参
加
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

連
携
し
、「
地
域
の
教
育
力
」
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
将

来
に
わ
た
っ
て
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心

を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
未
来
そ
の
も
の
で

す
。
大
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
る
経

験
や
学
び
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
礎
と

な
り
ま
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、

支
え
合
い
な
が
ら
、「
地
域
に
誇
り
を
持
つ

心
」
を
育
て
る
と
と
も
に
、
郷
土
愛
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で

子
ど
も
た
ち
と
接

す
る
時
、
私
た
ち

は
つ
い
「
ち
ゃ
ん

と
し
て
ほ
し
い
」

と
願
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の「
ち

ゃ
ん
と
」
と
い
う
言
葉
の
裏
側
に
は
、
と
も

す
る
と
一
方
的
な
大
人
の
都
合
や
価
値
観
が

隠
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
を
導
く
存

在
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

共
に
歩
む
「
伴
走
者
」
で
も
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
枠

組
み
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
や
声
に
耳
を
傾
け
、

自
分
自
身
の
向
き
合
い
方
を
問
い
直
す
姿
勢

が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
普
通
は
こ
う
だ
」
と
い
う
無
意
識
の
感

覚
は
、
決
し
て
普
遍
的
な
正
解
で
は
な
く
、

自
分
自
身
の
経
験
や
立
場
か
ら
形
づ
く
ら
れ

た
、
一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
価
値
観

と
は
、
多
様
な
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
揉
ま

れ
、
磨
か
れ
、
更
新
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

青
少
年
育
成
の
取
り
組
み
も
同
様
で
、
単

に
行
事
や
仕
組
み
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、

大
人
自
身
が
自
ら
の
価
値
観
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
て
い
く
契
機
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

活
動
を
通
じ
て
得
た
気
づ
き
が
、
日
常
の
何

気
な
い
関
わ
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ

し
て
そ
の
実
践
で
ゆ
る
や
か
に
仲
間
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
、
活
動
の
本
質
だ
と
考
え

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
歩
む
道
は
、
彼
ら
自
身
の

も
の
で
す
。
大
人
は
完
璧
な
手
本
で
あ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
固
定
観
念
を
少
し
手
放

し
、共
に
悩
み
、学
び
続
け
る
。
そ
ん
な
「
共

に
育
つ
大
人
」
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
、
地

域
を
よ
り
温
か
く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

居
心
地
の
よ
い
場
所
に
変
え
て
い
く
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

提
言

「
共
に
育
つ
大
人
へ
」

　
　
　
高
畠
町
青
少
年
育
成
推
進
員
会

　
　
　
　  

　
　
　
会
長
　
清
澤
　
　
穣

「
地
域
と
と
も
に
育
む

　
　
　
　
　

誇
り
と
郷
土
愛
」

　
　
　
南
陽
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
　
　
令
和
七
年
度
会
長
　
渡
部
　
時
裕

□
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

　

会　

長　

山
口　

和
夫

　

副
会
長　

齋
藤　

芳
昭　
　

鈴
木　

昌
克

　

監　

事　

清
澤　
　

穣　
　

齋
藤　
　

学

□
市
町
民
会
議
会
長
（
上
段
）
及
び

　
　
　
　
　
　
推
進
員
会
長
（
下
段
）

・
米
沢
市　

山
口　

和
夫　
　

土
屋　
　

博

・
南
陽
市　

長
谷
川
謙
一　
　

後
藤　

優
美

・
高
畠
町　

清
澤　
　

穣　
　

清
澤　
　

穣

・
川
西
町　

遠
藤　

勝
則　
　

金
子　
　

達

・
長
井
市　

平　
　

み
わ　
　

鈴
木　

昌
克

・
小
国
町　
　
　

／　
　
　
　

髙
橋　

義
彦

・
白
鷹
町　

齋
藤　

芳
昭　
　

布
施　

剛
志

・
飯
豊
町　

鈴
木　

正
人　
　

齋
藤　
　

学

□
事
務
局

　

置
賜
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
家
庭
支
援
課

　

課　
　

長　
　
　
　
　
　
　

大
場　

智
美

　

課
長
補
佐　
　
　
　
　
　
　

長
岡
美
佐
保

　

主　
　

事　
　
　
　
　
　
　

布
川　

愛
子

　

青
少
年
専
門
員

　
　
　
　
　
　

板
垣　
　

健
・
小
野　

明
彦

令
和
八
年
度  

役
員
紹
介

（
改
選
予
定
）

（
改
選
予
定
）
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演
題
「
世
界
を
旅
し
て
住
ん
で

働
い
て
歩
い
た
50
年
」

冒
険
家
小
松
登
志
子
　氏

（
長
井
市
出
身
）

六
月
二
十
七
日
、
長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
、

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
、
長
井

市
ま
ち
づ
く
り
青
少
年
育
成
市
民
会
議
に
よ

る
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
世
界
各
地
で
の
生
活
や
ネ
パ
ー

ル
で
の
支
援
活
動
等
を
も
と
に
、
人
と
の
出

会
い
や
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
、
ネ
パ
ー
ル
の
震
災
を
契

機
に
始
め
た
活
動
で
は
、
物
資
の
支
援
に
と

ど
ま
ら
ず
、
手
紙
や
交
流
を
通
し
て
心
を
届

け
る
こ
と
の
意
義
が
紹
介
さ
れ
、
現
地
の

人
々
と
の
温
か
な
絆
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

挑
戦
を
恐
れ

ず
主
体
的
に
行

動
す
る
こ
と
、

そ
し
て
人
と
の

縁
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
人

生
を
よ
り
豊
か

な
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
を
実

感
で
き
ま
し
た
。

合
同
研
修
会
（
講
演
会
）

米沢市　市民大会での標語優秀作表彰 長井市　黒獅子まつり終了後の夜間街頭指導

南陽市　熊野大社例大祭街頭補導 高畠町　街頭での啓発活動

◆
県
民
運
動
総
合
推
進
事
業
◆

　

県
下
全
域
に
お
け
る
県
民
運
動
の
推
進

⑴〝
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〞

　

や
ま
が
た
県
民
運
動

　

①
市
町
村
民
会
議
等
に
対
す
る
支
援

　

②
標
語
の
募
集
、
広
報
、
周
知
、
表
彰

　

③
小
中
学
生
、
高
校
生
、
特
別
支
援
学
校
生
を

　
　

対
象
と
す
る
運
動
の
展
開

　

④「
い
じ
め
・
非
行
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

　

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
研
修
会
の
開
催

　

⑥
県
内
の
民
間
企
業
・
団
体
等
と
の
連
携

⑵「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
県
民

　

運
動
の
推
進
に
対
す
る
助
成

　

①
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
が
実
施
す
る

地
域
実
践
活
動

　

②
市
町
村
民
会
議
等
と
の
連
携
に
よ
る
県
民
運

動
推
進
基
盤
の
強
化
活
動

　

③
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
が
市
町
村
民

会
議
等
と
共
同
し
て
行
う
運
動

◆
青
少
年
育
成
意
識
醸
成
、
青
少
年
の
た
め
の

　
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
◆

⑴
明
る
い
や
ま
が
た
夏
の
安
全
県
民
運
動

　
（
七
月
二
十
一
日
〜
八
月
二
十
日
）

⑵
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
の
開
催

　
（
十
月
二
十
五
日
：
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
）

⑶
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
の
開
催

　
（
九
月
十
五
日
：
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

⑷
青
少
年
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
懇
談
会

◆
青
少
年
育
成
広
報
啓
発
事
業
◆

⑴
防
犯
広
報
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

⑵
機
関
紙
等
の
発
行
（
六
月
、
十
二
月
）

⑶
「
家
庭
の
日
」
の
普
及
啓
発

⑷
県
内
の
民
間
企
業
・
団
体
等
と
の
連
携

⑸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化

⑹
県
民
運
動
の
啓
発
及
び
情
報
提
供

山
形
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

    

令
和
八
年
度

事
業
計
画


